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(57)【要約】
【課題】
　電機子と可動子の間に働く磁気吸引力が相殺されるこ
とにより小さく、漏れ磁束が小さい、小形軽量の推力発
生機構を提供することにある。
【解決手段】
　推力発生機構は、可動子に配置された永久磁石を挟み
込み保持するように配置された磁極歯と、磁石を挟み込
み保持する磁極歯を連続につなぐコアと、複数のコアに
まとめて巻きまわされた電機子巻線と、磁石の磁極を表
裏交互に並べた可動子からなり、永久磁石を挟み込み保
持するように配置された磁極歯と、磁石を保持する磁極
歯を連続につなぐコアを有した電機子鉄心は可動子の長
手方向に沿って複数個配置されており、複数個の電機子
鉄心に共通の巻線を配置している。複数個配置された電
機子鉄心によって発生する磁束が同じ方向であることに
より、漏れ磁束低減および小型化が可能である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久磁石を有する可動子とが相対的に移動可能で
ある推力発生機構であって、
　前記電機子鉄心は永久磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極歯と、該磁極歯
をつなぐコアを備え、
　かつ、前記電機子鉄心を複数個有し、複数個の前記電機子鉄心は同じ極性を有すること
を特徴とする推力発生機構。
【請求項２】
　電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久磁石を有する可動子とが相対的に移動可能で
ある推力発生機構であって、
　複数個の前記電機子鉄心を備え、
　前記電機子鉄心は永久磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極歯と、該磁極歯
をつなぐコアを備え、
　可動子の磁極ピッチＰに対して、複数個の電機子鉄心のピッチを２ｎＰ（ｎは整数、ｎ
＝１，２，３・・・）として、複数個の前記電機子鉄心が同じ極性をすることを特徴とす
る推力発生機構。
【請求項３】
　電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久磁石を有する可動子とが相対的に移動可能で
ある推力発生機構であって、
　複数個の前記電機子鉄心を備え、
　前記電機子鉄心は永久磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極歯と、該磁極歯
をつなぐコアを備え、
　可動子の磁極ピッチＰに対して、複数個の電機子鉄心のピッチを２ｎＰ±Ｐ／２ｍ（ｎ
は整数、ｎ＝１，２，３・・・、Ｍは相の数Ｍ＝１，２，３・・・）として、
　複数個の前記電機子鉄心が同じ極性を有することを特徴とする推力発生機構。
【請求項４】
　電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久磁石を有する可動子とが相対的に移動可能で
ある推力発生機構であって、
　前記電機子鉄心は永久磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極歯と、該磁極歯
をつなぐコアを備え、
　かつ、前記電機子鉄心を複数個有し、隣り合う前記電機子鉄心の磁束の方向が同方向で
あることを特徴とする推力発生機構。
【請求項５】
　電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久磁石を有する可動子とが相対的に移動可能で
ある推力発生機構であって、
　前記電機子鉄心が永久磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極歯と、該磁極歯
をつなぐコアを備え、
　かつ、前記電機子鉄心を複数個有し、
　複数個の前記電機子鉄心は同じ極性を有し、
　可動子の磁極ピッチＰに対して、前記電機子鉄心の、可動子長手方向の厚さｔがＰ≦ｔ
であり、複数個の前記電機子鉄心が同じ極性を有することを特徴とする推力発生機構。
【請求項６】
　電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久磁石を有する可動子とが相対的に移動可能で
ある推力発生機構であって、
　前記電機子鉄心は永久磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極歯と、該磁極歯
をつなぐコアを備え、
　可動子の磁極ピッチＰに対して２Ｐの範囲の空隙に、任意の巻線電流に対して前記対向
配置されたコアが前記空隙に同一方向の磁束を発生することを特徴とする推力発生機構。
【請求項７】
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　電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久磁石を有する可動子とが相対的に移動可能で
ある推力発生機構であって、
　前記電機子鉄心は永久磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極歯と、前記磁極
歯をつなぐコアを備え、
　任意の巻線電流において、前記空隙に対して複数個の前記電機子鉄心が同じ同一方向の
磁束を発生させることを特徴とする推力発生機構。
【請求項８】
　電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久磁石を有する可動子とが相対的に移動可能で
ある推力発生機構であって、
　前記電機子鉄心は永久磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極歯と、該磁極歯
をつなぐコアを備え、
　磁極ピッチＰに対して２つの極性を有する磁石列に対し、任意の巻線電流に対して前記
電機子が空隙に発生する極性が１極性であることを特徴とする推力発生機構。
【請求項９】
　請求項１から請求項８に記載の推力発生機構であって、複数個の前記電機子鉄心に共通
の巻線を捲いたことを特徴とする推力発生機構。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９に記載の推力発生機構であって、永久磁石の磁極側の両側に対向
配置された前記磁極歯に電機子巻線を配置した推力発生機構。
【請求項１１】
　請求項１から請求項１０に記載の推力発生機構であって、永久磁石の磁極側の両側に対
向配置された前記磁極歯を磁石に向かって先細り形状にしたことを特徴とする推力発生機
構。
【請求項１２】
　請求項１から請求項１０記載の推力発生機構であって、永久磁石の磁極側の両側に対向
配置された磁極歯の磁石対向面を切り取った形状にしたことを特徴とする推力発生機構。
【請求項１３】
　請求項１から請求項１２記載の推力発生機構であって、複数個の電機子からなるユニッ
トを１相とし、複数個の相を有する推力発生機構であって、
　磁極のピッチＰに対して、複数個の隣り合う前記電機子からなる相の、各相間のピッチ
を（ｋＰ＋Ｐ／Ｍ）（ｋ＝０，１，２，３・・・、Ｍは相の数Ｍ＝１，２，３・・・）と
することを特徴とする推力発生機構。
【請求項１４】
　請求項１から請求項１３記載の推力発生機構を有するリニアモータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、推力を発生する構成に関し、磁束の方向を同一方向にすることにより、漏れ
磁束を低減した、高効率な推力発生機構に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の推力発生機構を有するリニアモータは、回転機を切り開いた形状をしており、磁
石列からなる可動子と電機子との間に大きな吸引力が働く。磁気吸引力を相殺するために
第一極性と第二極性の有する磁極を交互に配置したリニアモータが〔特許文献１〕で公開
されている。従来の技術は、〔特許文献１〕記載の図１に示すように電機子鉄心に同一の
電機子巻線を配置し、電機子巻線に電流を流すことにより発生した磁束が磁極を介し、磁
石の下側と上側の磁極および同じ方向の磁極が発生する。それに対し、隣の磁極には逆向
きの磁極が発生する。これによりギャップに交互の磁極が、電機子巻線一つで発生させる
ことができる。ギャップに、永久磁石の磁極が交互になるように配置すれば、電機子巻線
へ電流を流すことにより、永久磁石に力が作用する。
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【０００３】
【特許文献１】特開２００１－０２８８７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来の技術では、電機子巻線で交互の磁極を発生させるため、磁極および電機
子鉄心を介すため、電機子巻線で発生させた磁束の経路が長くなり、磁気的な効率が低下
し、さらには経路の長さに比例して重量が重くなる欠点があった。
【０００５】
　また、隣り合う磁極は、異なる極性もつ磁極であるため、ギャップ方向への磁束と、磁
極間で磁束が発生する。隣り合う磁極間の磁束は磁石へ鎖交しない磁束となるため力に寄
与しない無駄な磁束となる。従って、磁気回路の磁気利用効率が低い欠点がある。さらに
、隣り合う磁極で逆方向の磁束を発生させるため、電機子鉄心を複雑にし、かつ、磁石対
向部から離れた位置に電機子巻線を配置する必要がある。
【０００６】
　本発明はこれらの欠点を解決するためになされたものであり、高推力の力を発生できる
構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を達成するために、本発明は電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久磁石を
有する可動子とが相対的に移動可能である推力発生機構であって、前記電機子鉄心は永久
磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極歯と、該磁極歯をつなぐコアを備え、か
つ、前記電機子鉄心を複数個有し、複数個の前記電機子鉄心は同じ極性を有することを特
徴とするものである。
【０００８】
　また、上記課題を達成するために、本発明は電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久
磁石を有する可動子とが相対的に移動可能である推力発生機構であって、複数個の前記電
機子鉄心と、前記電機子鉄心は永久磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極歯と
、該磁極歯をつなぐコアを備え、可動子の磁極ピッチＰに対して、複数個の電機子鉄心の
ピッチを２ｎＰ（ｎは整数、ｎ＝１，２，３・・・）として、複数個の前記電機子鉄心が
同じ極性をすることを特徴とするものである。
【０００９】
　また、上記課題を達成するために、本発明は電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久
磁石を有する可動子とが相対的に移動可能である推力発生機構であって、複数個の前記電
機子鉄心を備え、前記電機子鉄心は永久磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極
歯と、該磁極歯をつなぐコアを備え、可動子の磁極ピッチＰに対して、複数個の電機子鉄
心のピッチを２ｎＰ±Ｐ／２ｍ（ｎは整数、ｎ＝１，２，３・・・、Ｍは相の数Ｍ＝１，
２，３・・・）として、複数個の前記電機子鉄心が同じ極性を有することを特徴とするも
のである。
【００１０】
　また、上記課題を達成するために、本発明は電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久
磁石を有する可動子とが相対的に移動可能である推力発生機構であって、前記電機子鉄心
は永久磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極歯と、該磁極歯をつなぐコアを備
え、かつ、前記電機子鉄心を複数個有し、隣り合う前記電機子鉄心の磁束の方向が同方向
であることを特徴とするものである。
【００１１】
　また、上記課題を達成するために、本発明は電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久
磁石を有する可動子とが相対的に移動可能である推力発生機構であって、前記電機子鉄心
が永久磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極歯と、該磁極歯をつなぐコアを備
え、かつ、前記電機子鉄心を複数個有し、複数個の前記電機子鉄心は同じ極性を有し、可
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動子の磁極ピッチＰに対して、前記電機子鉄心の、可動子長手方向の厚さｔがＰ≦ｔであ
り、複数個の前記電機子鉄心が同じ極性を有することを特徴とするものである。
【００１２】
　また、上記課題を達成するために、本発明は電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久
磁石を有する可動子とが相対的に移動可能である推力発生機構であって、前記電機子鉄心
は永久磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極歯と、該磁極歯をつなぐコアを備
え、かつ、前記電機子鉄心を複数個有し、可動子の磁極ピッチＰに対して２Ｐの範囲の空
隙に、任意の巻線電流に対して前記対向配置されたコアが前記空隙に同一方向の磁束を発
生することを特徴とするものである。
【００１３】
　また、上記課題を達成するために、本発明は電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久
磁石を有する可動子とが相対的に移動可能である推力発生機構であって、前記電機子鉄心
は永久磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極歯と、前記磁極歯をつなぐコアを
備え、任意の巻線電流において、前記空隙に対して複数個の前記電機子鉄心が同じ同一方
向の磁束を発生させることを特徴とするものである。
【００１４】
　また、上記課題を達成するために、本発明は電機子鉄心と巻線からなる電機子と、永久
磁石を有する可動子とが相対的に移動可能である推力発生機構であって、前記電機子鉄心
は永久磁石の磁極側に空隙を介して対向配置された磁極歯と、該磁極歯をつなぐコアを備
え、磁極ピッチＰに対して２つの極性を有する磁石列に対し、任意の巻線電流に対して前
記電機子が空隙に発生する極性が１極性であることを特徴とするものである。
【００１５】
　更に、本発明の推力発生機構は、複数個の前記電機子鉄心に共通の巻線を捲いたことを
特徴とするものである。
【００１６】
　更に、本発明の推力発生機構は、永久磁石の磁極側の両側に対向配置された前記磁極歯
に電機子巻線を配置したことを特徴とするものである。
【００１７】
　更に、本発明の推力発生機構は、永久磁石の磁極側の両側に対向配置された前記磁極歯
を磁石に向かって先細り形状にしたことを特徴とするものである。
【００１８】
　更に、本発明の推力発生機構は、永久磁石の磁極側の両側に対向配置された磁極歯の磁
石対向面を切り取った形状にしたことを特徴とするものである。
【００１９】
　更に、本発明の推力発生機構は、複数個の電機子からなるユニットを１相とし、複数個
の相を有する推力発生機構であって、磁極のピッチＰに対して、複数個の隣り合う前記電
機子からなる相の、各相間のピッチを（ｋＰ＋Ｐ／Ｍ）（ｋ＝０，１，２，３・・・、Ｍ
は相の数Ｍ＝１，２，３・・・）とすることを特徴とするものである。
【００２０】
　更に、本発明は前述の推力発生機構を有するリニアモータを提供することにある。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、漏れ磁束を低減した、高効率な推力発生機構を提供することが実現で
きる。
【００２２】
　また、本発明によれば、高効率な推力発生機構を用いたリニアモータを提供することも
実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　〔発明の実施の形態１〕
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　以下、本発明の実施の形態について図面を用いて説明する。
【実施例１】
【００２４】
　図１は、本発明の実施の一形態による推力発生機構である。また、その推力発生機構の
ＹＺ面の断面図を図２に、ＸＹ面の断面図を図３に示す。図１から図３において、電機子
鉄心ユニット１００は、磁石に対向した上側の磁極歯１１と、磁石に対向した下側の磁極
歯１２と、上側の磁極歯１１と下側の磁極歯１２とをつなぐ電機子鉄心１で構成されてい
る。上側の磁極歯１１と下側の磁極歯１２は空隙４を介して対向配置されており、空隙４
には磁石列３が挿入されている。磁石列３は、矩形の磁石をピッチＰで、磁極歯に対向す
る面を磁極面とし、磁極が隣り合う磁石で交互になるように配置されている。また、電機
子鉄心ユニット１００と同一形状の電機子鉄心を、磁石のピッチＰに対して、電機子鉄心
ユニット１００とのピッチが２Ｐとなるように配置されている。
【００２５】
　電機子ユニット２００は、複数個の電機子鉄心ユニット１００に共通となるように電機
子巻線２を配置した構成となる。また、電機子ユニットは複数個の電機子鉄心に同一に電
機子巻線を施したもので，電機子鉄心の個数は問わず、それら全体に対して電機子巻線を
巻き回す構成が可能である。
【００２６】
　以上の構成において、電機子巻線２に電流を供給すると、空隙４に磁束が発生する。こ
の磁束と磁石の磁束の相互作用において磁石列に力が発生する。電機子鉄心の磁束は図４
に示すようになる。これに対して、隣り合う電機子鉄心にも同様の方向に磁束が発生する
。このとき、隣り合う電機子鉄心の磁束の方向が略同一であるので、電機子鉄心間の漏れ
磁束が小さくできる。
【００２７】
　さらに、複数個の電機子鉄心の磁束の方向が略同一であるため、電機子鉄心の場所を問
わず、電機子巻線を配置できる。電機子巻線の配置例を図５に示す。電機子巻線の位置が
限定されないため、電機子巻線の配置に対して自由度が向上する。したがって、可動子の
支持機構や冷却構造が必要な場合にも、電機子巻線の位置に影響を受けずに、可動子の支
持機構や冷却構造を配置できる。また、図５（ａ）に示すように、磁極歯の磁束の方向も
同一であるため、磁石の対向する部分に電機子巻線を配置でき、磁束利用率の良い磁気回
路構成が可能となる。
【００２８】
　図６に示すように電機子鉄心どうしの極性が略同一であるため、電子機鉄心の間隔を狭
めることが可能である。その場合は上側の磁極歯１１と下側の磁極歯１２を磁石に向かっ
て細めることにより推力が発生できる。複数個の電機子鉄心のピッチは、図６では、２Ｐ
としたが、２ｎＰとしても良い。また、電機子間の間隔を無くした場合も、複数個の電機
子鉄心の磁束の方向が同一方向であるので、同様の効果が得られる。
【００２９】
　また、電機子鉄心は鋼板を積層して製作することもできる。積層鋼板で構成した電機子
鉄心を図７（ａ）に示す。図７（ａ）のＹＺ面の断面図を図７（ｂ）に示す。先端の形状
を変えることにより、発生する力の特性を変えることが可能である。先端形状を変えた一
例を図７（ｃ）に示す。
【００３０】
　また、図８に示すように、磁極のピッチを２ｎＰ±Ｐ／２ｍとした場合、±Ｐ／２ｍの
範囲でピッチをずらすことにより、力（トルク）の脈動成分を小さくすることが可能であ
る。この場合にも、図１に示した場合と同様の効果が得られる。
【００３１】
　本発明の推力発生機構では、複数個の電機子鉄心の磁束の方向が略同一であり、隣り合
う電機子鉄心間の距離を小さく出来る。磁石ピッチＰに対して、電機子鉄心のピッチを２
Ｐとした場合、電機子鉄心の厚さｔは０＜ｔ＜＝２Ｐとする事が可能である。このとき、
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磁石に対向する磁極歯を磁石に向かって先細りの形状にすることにより、磁束を集中させ
ることが可能になり、より大きな力が得られる。磁極歯の形状例を図９に示す。さらに、
先細りの形状にすることで磁束の脈動を低減できるため、推力の脈動も小さくすることが
可能である。
【００３２】
　本発明の電機子ユニットを直列または並列に配置して構成した推力発生装置を説明する
。図１０は、電機子鉄心１を３個並列に並べた電機子鉄心ユニット１００に電機子巻線２
を磁石に対向するコアに設置したものである。図１１はこの断面図を示す。
【００３３】
　電機子鉄心ユニット１００と電機子ユニット１０１の位置関係は、電機子鉄心ユニット
１００と電機子ユニット１０１の隣り合うコアの間隔は（ｋＰ＋Ｐ／Ｍ）（ｋ＝０，１，
２，３・・・、Ｍ＝１，２，３，・・・）の間隔で配置される。図１０に示した実施の形
態は、３ユニットで１構成とした３相構成での場合を示す。各相のユニットは隣り合う電
機子の間隔が（ｋＰ＋Ｐ／Ｍ）となる。
【００３４】
　尚、図１０および図１１に示した、電機子鉄心ユニット１００と電機子ユニット１０１
の間隔を（ｋＰ＋２Ｐ／Ｍ）（ｋ＝０，１，２，３・・・、Ｍ＝１，２，３，・・・）と
しても、本発明の電機子ユニットは構成可能である。
【００３５】
　〔発明の実施の形態２〕
　本発明の第二の実施形態を図１２以降に示す。
【００３６】
　本発明は磁石の上下の面に対向して、磁極歯を配置し、上下の磁極歯をつなぐコアを有
する構造である。永久磁石２０３は、上側の磁極歯２１１と下側の磁極歯２１２に空隙を
隔てて挟み込まれている。上側の磁極歯２１１と下側の磁極歯２１２と鉄心２０１によっ
て磁束の経路が構成される。鉄心２０１と上側磁極歯２１１と下側磁極歯２１２で構成さ
れる電機子鉄心３０１は複数個並べられる。複数個の電機子鉄心に共通の巻線２０２を配
置する。図１２に示す電機子鉄心は、２個であるが電機子鉄心が増えても同様に構成でき
る。そして、図１２全体で電機子ユニットを構成する。
【００３７】
　電機子鉄心の磁束の方向が略同一であるので、複数個の電機子鉄心間に補助鉄心を挿入
することも可能である。その形状説明図を図１３に示す。鉄心２０１と上側磁極歯２１１
と下側磁極歯２１２で構成された電機子鉄心３０１を複数個並べ、複数個の電機子鉄心の
間に補助鉄心２０４を挿入している。このようにすることで、磁束の経路となる鉄心の断
面積を広くすることが可能である。
【００３８】
　上側の磁極歯と下側の磁極歯を磁石に向かって細くなるように構成すれば、図１４に示
すように、発生する力の脈動を低減できる。また、磁石を磁極歯に対して斜めにすること
でさらに脈動を低減できる。
【００３９】
　上側の磁極歯と下側の磁極歯を磁石に向かって細くなるように構成した場合、図１５に
示すように、電機子鉄心の間隔を狭く、または接触した状態で構成でき小型化が可能にな
る。
【００４０】
　実施例２で示した構成では、磁石列の片側が電機子鉄心によっておおわれていないため
、他の構造物を磁石列側面に配置できる特徴を有する。また、実施例１と同様に図１２に
示したような電機子ユニットを複数個配置し、（ｋＰ＋Ｐ／Ｍ）または（ｋＰ＋２Ｐ／Ｍ
）（ｋ＝０，１，２，３・・・、Ｍ＝１，２，３，・・・）の間隔とすることで、Ｍ相の
電源で駆動するリニアモータが構成できる。
【００４１】
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　　図１６は本発明の他の実施例を示したものである。
【００４２】
　図１６は３つの電機子鉄芯で電機子ユニット構成し、電機子ユニット３つで３相のリニ
アモータを構成した例である。そして、磁石部の構造がわかるように相対移動方向の垂直
断面でコイルの１辺を切り取った図である。本発明の実施形態として、可動子とした磁石
列側を固定し、電機子ユニット側を動かす構成も可能である。
【００４３】
　本発明の電機子鉄心に巻かれた巻線に電流を流した場合、電流値の変化に伴って電機子
が空隙に作る電機子磁束が変化する。電機子に一定の直流電流を与えた場合、２Ｐの領域
の空隙に発生する電機子磁束は１つの極性を有する。図１７は巻線に一定の電流値を与え
た瞬間の電機子磁束Ｂｃの分布を示す。電機子の構成によっては２Ｐ領域の端の部分では
電機子磁束が小さくなり、または逆向きになる場合もあるが、略一つの極性を有する特徴
を有する。
【００４４】
　次に、電機子鉄心に巻かれた巻線に電流を流した場合、磁石の作る磁束と電機子の作る
磁束の分布について図１８に示す。電機子鉄心２Ｐの空隙領域において、磁石は二つ存在
する。電機子の巻線に電流を与えた場合の、ある電流値における空隙に発生する電機子磁
束Ｂｃは図１８上側に示すように、１つの極性を有する。それに対して、磁石が空隙に作
る磁束Ｂｍは図１８下に示すように、２つの極性を有する特徴がある。
【００４５】
　さらに、複数個の電機子を並べた場合、電機子の巻線に直流電流を与えた場合、図１９
に示すような電機子磁束Ｂｃの分布になる。複数個の電機子が空隙に発生する磁束は、略
１つの極性を有することになる。
【００４６】
　図１７から図１９に示した、これらの構成では、２つの極性を有する磁石との相互作用
で力が発生する。何れの場合も、電機子が１つの極性のみを有するため、電機子同士の磁
相の干渉を低減できる。電流の正負が入れ替わった場合は、電機子磁束の向きも入れ替わ
り逆の極性を有するが、その場合でも、略１つの極性を有することになる。
【００４７】
　また、本発明の電機子ユニットは、磁石列に対して配置を変えることが可能である。巻
線の占有範囲を効果的に配置するために、図２０に示すように、各ユニットを磁石列に対
して交互に配置することにより電機子ユニット間の空間を有効に利用できる。図２０（ａ
）はユニット配置例の斜視図を、図２０（ｂ）は上面図を示す。
【００４８】
　電機子ユニットは、図２１に示すように、磁石の面に沿って電機子鉄心を三角状にする
ことで、ユニット間の占有空間を小さくすることが可能である。図２１（ａ）は、電機子
鉄心を上面から見て三角状にした場合のユニット配置例の斜視図を、図２１（ｂ）はその
上面図を示す。
【００４９】
　また、図２２のように、磁石列の両側から挟みこむ構造も可能である。両側から挟みこ
んだ構成の１例の斜視図を図２２（ａ）に、上面図を図２２（ｂ）に示す。
【００５０】
　図２３に示すように、磁石の形状を丸型にし、可動子を軸状にして構成も可能である。
さらに、磁石の配置は図２４（ａ）および（ｂ）に示すように、極と極を向かい合わせて
配置したり、磁石の間隔を狭めて構成が可能である。
【００５１】
　また、本発明の推力発生機構の実施形態としてリニアモータとして説明したが、電機子
ユニットの巻線に交流電流を供給することにより、可動子が相対的な往復運動をする振動
型リニアアクチュエータとしても利用可能である。
【００５２】
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　本発明の実施例は磁石を直線的に配置し、リニアモータとして説明を行ったが、磁石を
円弧状に配列すれば、回転電機として駆動することも可能である。その際の磁石列の配置
方法は、円盤状に配置もしくは円筒状に配置することも可能である。
【００５３】
　また、上述した実施例では、同じ形状の電機子鉄心を組み合わせた構成を説明している
が、同様の機能を達成できるのであれば、同じ形状の電機子鉄心を用いないことも可能で
ある。
【００５４】
　また、上記に記述した実施例では複数個の電機子を個々に記載しているが、複数個の電
機子を一体で構成しても同様の効果が得られる。
【産業上の利用可能性】
【００５５】
　本発明の推力発生機構、又はリニアモータは、従来用いられてきた推力発生機構、又は
リニアモータに代わって用いられることが可能である
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の実施の一形態による推力発生機構を示す。
【図２】図１の推力発生機構のＹＺ面の断面図を示す。
【図３】図１の推力発生機構のＸＹ面の断面図を示す。
【図４】電機子鉄心の磁束を示す。
【図５】電機子巻線の配置例を示す。
【図６】電子機鉄心の間隔を狭めた例を示す。
【図７】積層鋼板で構成した電機子鉄心を示す。
【図８】磁極のピッチの変形例を示す。
【図９】磁極歯の形状例を示す。
【図１０】電機子鉄心を３個並列に並べた電機子鉄心ユニットを示す。
【図１１】図１０の断面図を示す。
【図１２】本発明の実施の一形態による他の推力発生機構の例を示す。
【図１３】複数個の電機子鉄心間に補助鉄心を挿入した例を示す。
【図１４】上側の磁極歯と下側の磁極歯を磁石に向かって細くなるように構成した例を示
す。
【図１５】電機子鉄心の間隔を狭くした例を示す。
【図１６】本発明の他の実施例を示す。
【図１７】電機子磁束の分布を示す。
【図１８】磁石の作る磁束と電機子の作る磁束の分布を示す。
【図１９】複数個の電機子を並べた場合の磁束の分布を示す。
【図２０】電機子ユニットを交互に配置した例を示す。
【図２１】電機子鉄心を三角状にした例を示す。
【図２２】電機子鉄心が磁石列を両側から挟みこむ構造を示す。
【図２３】磁石列を丸型にした構造を示す。
【図２４】磁石の配置の変形例を示す。
【符号の説明】
【００５７】
１　電機子鉄心
３　磁石列
４　空隙
１１，１２　磁極歯
１００　電機子鉄心ユニット
２００　電機子ユニット
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